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【緒 言】口臭症の原因や要因の解明を目的とし

て,運 動ス トレスによる生理的変化,特 にコルチ

ゾール とカテコールアミン血中濃度に着 目し,口

臭の原因物質である硫黄化合物に与 える影響 を検

索 した。

【対象と方法】対象は健常人ボランティア8名,

方法は呼気中硫黄化合物濃度の測定 と,血 液学的

検査によるコルチゾールおよびカテコールア ミン

の測定を実施 し,そ の後踏み台昇降運動による運

動ス トレスを与え,運 動終了後再度硫黄化合物の

測定,血 液学的検査を行った。硫黄化合物は硫化

水素,メ チルメルカプタン,ジ メチルサルファイ

ドの呼気中濃度 をガスクロマ トグラフィーを用い

て測定 した。血液検査ではコルチゾールおよびカ

テコールアミンであるア ドレナリン,ノ ルア ドレ

ナ リン,ド ーパ ミンを測定 した。有意差検定には

t検 定を,硫 黄化合物濃度 と血液学的検査項 目の

相関関係にはスペアマン順位相関係数を用いた。

【結 果】硫化水素は運動後に有意に濃度の上昇

を認めた。 コルチゾールは実験後に有意な上昇 を

認めた。

ア ドレナリン,ノ ルア ドレナ リン,ド ーパ ミン

は運動後で有意に濃度が上昇 した。相関関係を検

索 したところ,硫 化水素 とア ドレナリン,硫 化水

素と ドーパ ミンの2組 に有意 な正の相関が認めら

れた。

【考 察】今回測定 した硫黄化合物濃度は,歯 周

疾患の影響をある程度除外 してお り,生 理的口臭

に近似 したデータであるといえる。運動ス トレス

は生理的口臭を上昇させる要因であり,特 に硫化

水素濃度増加にア ドレナ リンとドーパ ミンが強 く

関与 している事が示唆された。 これは血中のア ド

レナ リンとドーパ ミン上昇により,舌 の血流が増

加 し,舌 苔の血液成分が増加す るなどにより,硫

化水素濃度が上昇 したのではないかと推察する。

【結 語】運動ス トレスは生理的口臭を強 くする

ことが示唆 された。これは呼気中硫化水素濃度 と

ア ドレナ リン,ド ーパ ミンの血中濃度が強 く関与

している可能性がある。


